
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本願清水イトヨの里では下記のとおり企画展「のぞいてみよう 越前おおのの水の中」を開催して

います。 

今回の企画展は、名水のまち「越前おおの」の水の中にすむいきものを紹介するパネル展です。馴

染みのあるいきものから絶滅危惧種まで 19 種を紹介しています。いきものの基本情報のほかに、大

人も子どもも楽しめるおもしろ情報をイトヨのシンちゃんが教えてくれます。遠出が難しい今、身近

な川や池にすむ小さないきものに目を向け、越前おおのの自然の豊かさやすばらしさを感じていただ

きたいと思います。 

つきましては、市民をはじめ多くの皆さんにご来館いただきたく、取材をお願いいたします。 

記 

１ 名 称      イトヨの里企画展２０２０「のぞいてみよう 越前おおのの水の中」 

２ 期 間      ８月１日（土）～９月３０日（水） 

        休館日:毎週月曜（祝日の場合はその翌日）ただし１７日は開館 

祝日の翌日 

３ 場 所      本願清水イトヨの里 交流室（大野市糸魚町８－４４） 

４ 内 容      越前おおのの水の中にすむいきものを紹介するパネル展 

        「越前おおのの水の中のいきもの」コーナー    １２種 

「越前おおのいきものを脅かすいきもの」コーナー  ７種 

         生体展示「今日のいきもの」コーナー      数種を随時入替 

        （※現在、ニホンイシガメなど６種を展示中。） 

５ 入館料   ３００円（団体３０名以上１５０円）、大野市民、中学生以下は無料 

６ 主 催   本願清水イトヨの里 

７ 新型コロナウイルス感染防止対策について 

        来館者及び職員のマスク着用、手指の消毒、検温など感染防止策を行っています。

混雑時には入館制限を行う場合があります。 

８ 取材について 担当者が対応いたしますので、事前に連絡をくださいますようお願いいたします。 

 

 

越前おおの 自然の豊かさを感じよう 

イトヨの里企画展 2020「のぞいてみよう 越前おおのの水の中」を開催中！ 

 

報 道 資 料 

【発信日】令和２年８月１２日 

【問合わせ先】 

大野市糸魚町８－４４ 

 本願清水イトヨの里 副館長 杉川繭美 

 電話 ０７７９－６５－５１０４ 



イトヨの里企画展２０２０ 開催要項 

 

１ 名 称   イトヨの里企画展２０２０  

        「のぞいてみよう 越前おおのの水の中」 

 

２ 日 時   令和２年８月１日（土）～９月３０日（水）        

 

３ 場 所   本願清水イトヨの里 交流室 

 

４ 目 的   大野市に生息する水の中の身近な生物を知り、自然環境の豊かさに触れるとともに、 

自然保護・保全について啓発する。 

 

５ 対 象   一般 

 

６ 内 容    【越前おおのの水の中のいきもの】水の中のいきものをパネルにて説明  １２種 

        【大野のいきものをおびやかすいきもの】外来生物パネル説明      ７種 

        【今日のいきもの】身近な水生生物やそれらの標本を展示。展示・水生生物は随時

入替 

        ※展示協力 

展示資料借用（写真・標本・解説資料等 ） 

高津琴博氏（大野地球科学研究会会員・イトヨの里運営協議会会長） 

黒瀬博徳氏（大野地球科学研究会会員・大野イトヨの会役員） 

 

７ 主 催   本願清水イトヨの里    

 

８ 観覧料   無料（但し通常入館料は必要）※大野市民 無料 

 

９ 開館時間  午前９時～午後５時 

 

10 休館日   毎週月曜日。月曜日が祝日の場合はその翌日。 

（８月３．２４．３１日  ／  ９月７．１４．２３．２８日） 

 

11 周知方法  ポスター・チラシ作成、ホームページ、広報おおの 

 

12 問合せ先  本願清水イトヨの里 912-0054 大野市糸魚町８-４４ 

        0779-65-5104   

 E-mail  itoyo@city.fukui-ono.lg.jp 

 

mailto:itoyo@city.fukui-ono.lg.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場全体 

展示パネル 大人も子どもも楽しいいきものミニ情報パネルと実物大写真 

生体展示「今日のいきもの」コーナーで現在展示中のアカハライモリ・二ホンイシガメ 



 

 

 

 

 

 

 

 


